






































































































































緩衝装置 
3月*2 法定項目

12月*2 法定項目

*3 メーカー指定

目視点検

点検の分類

点検内容 点検方法
取付部及び連結部の緩み並びに損傷

エア・サスペンション
点検箇所 点検整備時期

 
【エア・サスペンション車のみ、連結状態】                     ＊２：距離項目 

                                         ＊３：納入後及び交換後 1月 

 

１．フレーム・ブラケット、スプリング・ピボット、エア・ベローズ、Ｕボルト、ショック・アブソーバ、 

スイング・アームなどの取付け部、または、連結部などに緩みがないかを、トルク・レンチなどによ

り点検する。 

２．各取付け部と連結部に損傷がないかを、目視などにより点検する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 取付部、連結部の締付トルクが、メーカーにより規定されている場合は、締付トルク 

      を点検してください。 

● 新車時（部品交換時）は走行時のなじみにより、取付けボルトに緩みが生じることが 

      ありますので、使用初期の点検整備が重要です。 

 

 

 

〈ワンポイント・アドバイス〉 

６７ 











緩衝装置 

3月 法定項目

12月 法定項目

点検箇所 点検整備時期 点検の分類

ショック・アブソーバ

点検内容 点検方法

油漏れ及び損傷 目視点検
 

【取付車のみ】 

 

１．ショック・アブソーバに油漏れがないかを、目視などにより点検する。 

２．ショック・アブソーバに損傷がないかを、目視などにより点検する。 

３．ショック・アブソーバの取付部に損傷がないかを、目視などにより点検する。 

 

※ 油漏れなどの判断については、各メーカーの取扱説明書などの指示による。 

 

７２ 

ショック・アブソーバ 

                                      

リーフ・サスペンションの場合 

エア・サスペンションの場合 

ショック・アブソーバ 

ショック・アブソーバ 






























































































